
再処理工場における定型的保守作業 （Ｎｏ．２－Ｄ－３８） 

 

 件   名 

 

 

燃料移送水中台車駆動用ワイヤの破損に伴う保守作業 

 

 事象の概要 

 

 

 

（１）対象場所：機器 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋（管理区域内）：燃料移送水中台車 

 

（２）設備の概要 燃焼度計測装置により平均濃縮度が測定された使用済燃料を、燃料貯蔵プール又はピット

に移送する設備。燃料移送水中台車は２台設置しており、燃料移送水路内に敷設したレー

ルの上を駆動装置から繰り出されるワイヤのけん引力により走行する。 

 

（３）保守理由 燃料移送水中台車の保守作業中における、吊り上げ治具と駆動用ワイヤの接触等によるワイヤ

の切断。 

 

 

 

 

（1） 燃料移送水中台車駆動用ワイヤの破損箇所を確認する。 

（2） 保守作業手順に従い直接保守にて、台車駆動用ワイヤを交換する。 

(3) 作動確認を行い、操作手順に従い運転を再開する。 

 

 保守作業の概要 

 

 

□遠隔保守 □遠隔操作    □移動式遠隔操作    □運転操作 

■管理区域内保守 
□セル内作業        □ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ内作業  

□ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ内作業  ■その他管理区域内作業 ■直接保守 

□非管理区域内保守 
保守方式 

□遠隔保守＋直接保守 

 

保守作業の対象 

・せん断処理設備
・溶解設備
・清澄・計量設備　等

・分離設備
・分配設備　等

・高レベル廃液
  ガラス固化設備　等

・ウラン精製設備
・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ精製設備　等

・ウラン脱硝設備　等

・ｳﾗﾝ・ﾌﾟﾙﾄﾆｳﾑ混合
     脱硝設備　等

前処理建屋 分離建屋 精製建屋

高レベル廃液
ガラス固化建屋

ウラン脱硝建屋

ウラン・プルトニウム
混合脱硝建屋

燃料せん断片の
溶解

ガラス固化体

核分裂生成物
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ｳﾗﾝとﾌﾟﾙﾄﾆ
ｳﾑの分離
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使用済燃料受入れ
・貯蔵建屋

使
用
済
燃
料

・使用済燃料貯蔵
  プール 　等

低レベル廃棄物
処理建屋

低レベル廃液
処理建屋

分析建屋

制御建屋

非常用電
源建屋

・非常用ディーゼ
　ル発電機　等

・低レベル廃液
  処理設備　等

・低レベル固体廃棄物
  処理設備　等

ドラム缶

・中央制御室　等 分析試料

・分析設備　等

主排気筒

駆動用ワイヤ

駆動用ワイヤ

補助装置 

吊り上げ治具
※一旦、新旧ワイヤを接続して、ワ

イヤ交換装置により旧ワイヤを

巻き取り、ワイヤ全体を交換す

る。 

※


